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黄砂の発生源黄砂の発生源



長崎県における黄砂長崎県における黄砂

黄砂観測日数（長崎海洋気象台）
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日本における黄砂日本における黄砂

※気象庁ホームページデータから作成
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長崎における観測日数
y = 10.352x + 56.454　　R2 = 0.2699

y = 0.5134x + 13.85　　R2 = 0.2226
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黄砂による影響黄砂による影響

海洋へのミネラル・栄養塩の供給海洋へのミネラル・栄養塩の供給

（海洋の一次生産への寄与）（海洋の一次生産への寄与）

大気汚染問題大気汚染問題

経済への悪影響（不良品率の増加）経済への悪影響（不良品率の増加）

の指摘の指摘

健康への悪影響（呼吸器系等の被害）健康への悪影響（呼吸器系等の被害）

の予想の予想

国際的な環境問題として取り組みが必要！

※黄砂問題検討会報告書（２００５年９月）から



環境省の黄砂への国際的取り組み



黄砂と煙霧黄砂と煙霧

「黄砂」～「黄砂」～大陸性の土壌粒子大陸性の土壌粒子によってによって視程視程

がが10km10km未満未満になる現象になる現象

「煙霧」～「煙霧」～黄砂などにより黄砂などにより視程が視程が1010ｋｍ未満ｋｍ未満

となり雲の状態が分からない場合となり雲の状態が分からない場合

※※いずれも目視により判断されているいずれも目視により判断されている



黄砂と浮遊粒子状物質黄砂と浮遊粒子状物質

　ＳＰＭ日最高値の推移
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黄砂試料の分析黄砂試料の分析

2005年4月15～16日採取試料
粒径［0.65～1.10μｍ］

2005年4月21～22日採取試料
粒径［7.00～11.0μｍ］



黄砂ライダー装置



黄砂ライダーデータ

粒子の大きさ

その他の
エアロゾル等
（球形粒子）

黄 砂
（非球形粒子）

粒子状物質
（黄砂、エアロゾル等）



ＳＰＭ経時変化（１時間値）
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黄砂モニタリングネットワーク

タクラマカン砂漠

ゴビ砂漠

黄土高原





黄砂予報システム黄砂予報システム

http://www-cfors.nies.go.jp/~cfors/research/index-j.html

東アジア域の黄砂・大気汚染物質分布予測 九州大学/国立環境研究所
化学天気予報システム CFORS (Chemical weather FORecasting System)



今後の対応今後の対応
～有用な情報の提供～～有用な情報の提供～

環境保健総合情報システムに
おける情報公開

環境保健総合情報システムに
おける情報公開 環境の情報の共有化環境の情報の共有化 保全対策への意識向上保全対策への意識向上


